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diving）である。パッタヤーのコーラル・ダイビングのポイントは、水深 3～15 m にあり海底は砂地
になっている。このため、初級者であっても大半のポイントを潜ることができる。主なコーラル・ダ
イビングのポイントは、沖合にあるサック島（ko sak）やラーン島（ko lan）、リン島（ko ling）、ク
ルンバーダーン島（ko klung badan）、マーンウィチャイ島（ko manwichai）といった島の周囲にあ
る。パッタヤー周辺におけるレック・ダイビングの主なポイント3 は、パーイ島（ko phai）近くに沈
む Khram4 やサック島近くにある Kut5 などである【写真 5】。それらの沈船は、深度 30 m またはそ
――
図 1 パッタヤーとサメサン周辺の主なダイビング・ポイント（Thai-Scuba 2018b)
写真 3 パッタヤー・ビーチの観光桟橋。ここにダイビング船が発着する。
4 海棲生物の産卵場としてタイ海軍が2003年 1 月30日に沈めた軍艦。現在タイ海軍がダイビング・ポイントとし
て管理している。船底まで約 30 m、船の最上部まで約 15 m の深さがある（Jomtien Dive Center 2018）。
5 タイ国王の在位60年を記念して人工漁礁と海棲生物の産卵場としてタイ海軍が2006年 9 月17日に沈めた軍艦。
Khram と同様に現在、タイ海軍がダイビング・ポイントとして管理している。船底まで約 30 m、船の最上部
まで約 10 m の深さがある（Thai Wreck Diver 2018c）。　
――
写真 4 桟橋付近の様子。大量のゴミが捨てられており、環境悪化が懸念される。
写真 5 沈船 Kut（Thai Wreck Diver 2018c)





は悪く、アンダマン海では水中の見通し距離が 20 m から 30 m あるのが珍しくないのに対して、パ



























サメサン（samaesan）は、バンコクから南東に約 180 km、パッタヤーから南に約 50 km のとこ
















6 別名 Hardeep。サメサン島とジュアン島のあいだに位置する。船底まで約26 m、船の最上部まで約16 m の深





san）やジュアン島（ko cuang）、ジャーン島（ko can）、ローンナン島（ko rongnang）の周り、レ
ック・ダイビングは爆撃により1945年 6 月 1 日に沈没した輸送船 Suddhadi6【写真 8】と、サメサン
――
写真 8 沈船 Suddhadi（Hardeep）（Thai Wreck Diver 2018a)
7 バンコクから中国のスワトウ（汕頭）に向けて米を輸送中の1920年に沈没。船底まで約 24 m、船の最上部ま
で約 10 m の深さがある（Thai Wreck Diver 2018d）。　













ラヨーン（rayong）は、バンコクから南東に 200 km ほど離れたところに位置する港町である。ラ
ヨーンから東に約 40 km 離れたバーンペーの 6.5 km 沖合に浮かぶサメット島（ko samet）と、同じ








図 2 ラヨーン周辺の主なダイビング・ポイント（Thai-Scuba 2018c)





タル島（ko thalu）、マンクラン島（ko man klang）の周囲で行われ、レックとしてはマンノーク島














ト群島国立公園に指定されたことが、サメット島の観光化の契機とされる（Koh Samet Ferry and
Speedboat Timetables 2018）。サメット島で観光ダイビングが始められたのはいつのことか定かでは
ないが、サメット島やタル島、ジャン島（ko can）といった国立公園内にある島々の周囲が観光ダイ
ビングに利用されている。現在、サメット島にある 2 軒のダイビングショップ（PADI 認定）が、上
記スポットでのダイビング・ツアーを運営している（Explore Koh Samet 2018）。















32 m、船の最上部まで水深 3 m の深さがある。全てのレベルのダイバーがアクセスできる沈船である（Thai
Wreck Diver 2018b）。　

































写真10 観光ダイビング用に沈められる前の軍艦 Chang（iamKohChang 2018)


















































っても、通常の週末を利用した「2 泊 2 日」のツアーの 2 日をダイビングに充てる旅程が組めるが
（金曜夜にバンコク発、土日に潜って日曜夜にバンコク着）、同じ金土日のスケジュールで南部へ行く
としたら中 1 日しか潜れない。パッタヤー、サメサン、ラヨーンであれば、（弾丸ツアー的にはなる

















































11 タイ国内のダイビング・スポットの詳細な情報を掲載する Thai-Scuba.com が取り上げている15隻の沈船のう























































の主要なダイビング・ポイントとなっている Khram（全長 62 m）は2003年、Kut（全長 56 m）は
2006年、そして Matthapon（全長 36 m）は2012年に、それぞれ人為的に沈められた。ラヨーンでは
やはり2012年に、Mattahapon と同型船の Phetra（全長 36 m）が、水没させられている。チャーン
島近海の全長 100 m を超える巨大な Chang が海中に没したのも、2012年である。同海域ではさらに
T11（全長 30 m）が、2013年に明確にダイビング資源化する目的で沈められた。パッタヤーでは、
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本稿のもととなった筆者による2013年 2 月と2014年 3 月の現地調査は、総合地球環境学研究所の研究プロジェ
クト「東南アジア沿岸域におけるエリアケイパビリティーの向上」（2009～2016年度）の研究資金によって実施
された。
